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概要

この章では以下の項目について説明しています。

■ NetBackup for KVM について

NetBackup for KVM について
NetBackup for KVM は、KVM ホスト上で実行されている KVM 仮想マシンのバックアッ
プとリストアを提供します。この作業負荷は次の機能を提供します。

■ 一貫性のある (静止した) バックアップを自動的に作成します。

■ KVM ホスト上のゲスト仮想マシンの完全バックアップを実行します。

■ 電源がオンまたはオフになっている仮想マシンをバックアップします。

■ 元の KVM ホストまたは別の KVM ホストにバックアップをリカバリできます。

■ バックアップから仮想マシンをリストアできます。

■ KVM ホストから直接バックアップを実行します。追加の管理アプリケーション層 (oVirt
など) は必要ありません。

■ ディスク形式 QCOW2 をサポートしています。

このマニュアルでは、KVM の「ドメイン」を仮想マシンまたは VM と呼びます。
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インストールおよび構成の
概要

この章では以下の項目について説明しています。

■ NetBackup for KVM のインストールの計画

■ NetBackup の構成の概要

NetBackup for KVM のインストールの計画
表 2-1 NetBackup for KVM のインストール手順

説明処理手順

p.7 の 「オペレーティングシステムおよびプラットフォームの互
換性の確認 」 を参照してください。

オペレーティングシステムおよびプラット

フォームの互換性を確認します。

手順 1

p.7 の 「オペレーティングシステムおよびプラットフォームの互
換性の確認 」 を参照してください。

サポートされているバージョンの libvirt が
各 KVM ホストにインストールされているこ
とを確認します。

手順 2

p.8 の 「NetBackup サーバーおよびクライアントの要件」 を参
照してください。

バックアップする仮想マシンが含まれる

KVM ホストに、NetBackup クライアントソ
フトウェアをインストールします。

手順 3

オペレーティングシステムおよびプラットフォームの互換性の確認
ご使用のオペレーティングシステムまたはプラットフォームで NetBackup for KVM Agent
がサポートされていることを確認してください。
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オペレーティングシステムおよび互換性を確認するには

1 NetBackup 互換性リストのサイトに移動します。

https://www.veritas.com/support/ja_JP/article.100040093

2 サポートされている KVM バージョンと libvirt のサポートバージョンについて詳しく
は、次の文書のリンクを選択してください。

NetBackupソフトウェア互換性リスト

NetBackup サーバーおよびクライアントの要件
NetBackup をインストールする前に、NetBackup サーバーと NetBackup クライアントの
要件を確認します。

NetBackup サーバーの必要条件
NetBackup サーバーが次の要件を満たしていることを確認します。

■ NetBackup サーバーソフトウェアが NetBackup サーバー上にインストールされ、実
行可能な状態である。

『NetBackup インストールガイド』を参照してください。

■ ストレージユニットで使用されるバックアップメディアが構成されている。必要なメディ

アボリュームの数は、いくつかの要因によって異なります。

■ 使用中のデバイスとメディアのストレージ容量。

■ バックアップを行うデータベースのサイズ。

■ アーカイブを行うデータの量。

■ バックアップのサイズ。

■ バックアップまたはアーカイブの間隔。

■ バックアップイメージの保持期間。

『NetBackup Web UI 管理者ガイド』を参照してください。

NetBackup クライアントの要件
NetBackup クライアントが次の要件を満たしていることを確認します。

■ クライアントソフトウェアは、各 KVM ホストにインストールされます。サポートされてい
るバージョンの libvrt が各 KVM ホストにインストールされていることも確認します。

■ NetBackup 11.1 の NetBackup for KVM に含まれる新しい機能を使うには、
NetBackup for KVM クライアントを NetBackup 11.1 にアップグレードする必要があ
ります。NetBackup メディアサーバーは NetBackup for KVM クライアントと同じまた
はそれ以上のバージョンを使う必要があります。
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NetBackup の構成の概要
NetBackup をインストールしたら、次の設定タスクに進みます。

表 2-2 NetBackup の設定タスク

作業順序

KVM ホストを追加します。この作業負荷に RBAC の役割を構成する前に、KVM
資産の検出を完了する必要があります。

p.10 の 「KVM ホストの追加」 を参照してください。

フェーズ 1

KVM 管理者向けに NetBackup RBAC の役割を構成します。サポートが必要
な場合は、NetBackup 管理者にお問い合わせください。

p.16 の 「KVM 管理者の RBAC の役割」 を参照してください。

フェーズ 2

KVM の NetBackup ポリシーを作成します。

p.20 の 「KVM 用のポリシーの追加」 を参照してください。

フェーズ 3

バックアップを実行します。

p.35 の 「手動バックアップの実行」 を参照してください。

フェーズ 4
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KVM ホストの管理
この章では以下の項目について説明しています。

■ KVM ホストの追加

■ KVM の検出について

■ KVM 資産の参照

■ KVM ホストの検証

■ KVM ホストの削除

■ KVM リソース形式のリソース制限の変更

KVM ホストの追加
KVM 環境の仮想マシンを検出するには、最初に KVM ホストを NetBackup に追加する
必要があります。

KVM ホストを追加する方法

1 左側で［作業負荷 (Workloads)］、［KVM］の順に選択し、［ホスト (Hosts)］タブを選
択します。

2 右ペインで、［Add (追加)］を選択します。

NetBackup に NetBackup クライアントがインストールされた Linux ホストが表示さ
れます。

3 ［マシン (Machine)］フィールドで、リストからホストを選択します。

4 ［保存 (Save)］を選択します。

NetBackup により KVM ホストが検証され、自動検出が開始されます。検出が完了
すると、仮想マシンのリストが表示されます。
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KVM の検出について
NetBackup では、KVM ホストを NetBackup に追加すると、自動的に KVM 仮想マシン
の検出が開始されます。自動検出は設定された間隔でも実行されます(デフォルトの間隔
は 8 時間です)。

自動検出の間隔は変更できます。

p.11 の 「KVM 資産の自動検出の間隔の変更」 を参照してください。

VM をすぐに検出するには、次のトピックを参照してください。

p.11 の 「KVM ホスト資産の手動検出」 を参照してください。

KVM 資産の自動検出の間隔の変更
KVM 仮想マシンの自動検出は一定の間隔で実行されます。デフォルトの間隔は 8 時間
です。自動検出の間隔を変更する手順は次のとおりです。

KVM 資産の自動検出の間隔を変更するには

1 左側で［作業負荷 (Workloads)］、［KVM］の順に選択します。

2 右上で［KVM 設定 (KVM settings)］、［自動検出 (Autodiscovery)］の順に選択し
ます。

3 ［間隔 (Frequency)］設定を見つけて、［編集 (Edit)］を選択します。

4 値を入力するか、上矢印と下矢印を使用して間隔の値を選択します。

選択できる範囲は 1 時間から 24 時間までです。自動検出の間隔を分または秒単
位で設定する場合や自動検出を無効にする場合は、KVM 自動検出 API を使用す
る必要があります。

5 ［保存 (Save)］を選択します。

KVM ホスト資産の手動検出
環境内の新しい KVM 仮想マシンをすぐに検出する場合は、NetBackup 検出プロセス
を手動で開始できます。

新しい KVM 仮想マシンを検出する方法

1 左側で［作業負荷 (Workloads)］、［KVM］の順に選択します。

2 ［ホスト (Hosts)］タブを選択します。

3 検出する仮想マシンが含まれる各ホストのチェックボックスにチェックマークを付けま

す。

4 ［検出 (Discover)］を選択します。
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KVM 資産の参照
KVM 仮想マシンを参照して、保護方法や利用可能なリカバリポイントなどの詳細を表示
できます。KVM ホストを参照して、それらのホストの検出情報を確認できます。

KVM 仮想マシンの参照
［仮想マシン (Virtual machines)］タブでは、仮想マシン (保護方法など) を表示および
管理できます。

KVM 仮想マシンを参照する方法

1 左側で［作業負荷 (Workloads)］、［KVM］の順に選択します。

2 ［仮想マシン (Virtual machines)］タブを選択します。

3 仮想マシンに実行可能な処理を表示するには、仮想マシンのチェックボックスに

チェックマークを付けます。

4 仮想マシンの詳細を表示するには、仮想マシンのリンクを選択します。次のタスクを

実行できます。

■ 仮想マシンの利用可能なリカバリポイントを表示するには、［リカバリポイント

(Recovery points)］を選択します。

■ 仮想マシンのリストアジョブを表示するには、［リストアアクティビティ (Restore
activity)］を選択します。

■ 仮想マシンのアクセス権を持つ役割を表示するには、［アクセス権 (Permissions)］
タブを選択します。

KVM ホストの参照
［ホスト (Hosts)］タブでは、KVM ホストを表示および管理できます。

KVM ホストを参照する方法

1 左側で［作業負荷 (Workloads)］、［KVM］の順に選択します。

2 ［ホスト (Hosts)］タブを選択します。

検出の状態、前回の検出の試行、各ホストの検証の状態、および各ホストが最後に

検証された日時を表示できます。

3 ホストに実行可能な処理を表示するには、各ホストのチェックボックスにチェックマー

クを付けます。

KVM ホストの検証
KVM ホストを検証して、NetBackup が KVM ホストに接続できること、また互換性のある
libvirt バージョンがインストールされていることを確認できます。また、次の場合にも、ホス
トを検証する必要があることがあります。
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■ KVM ホストを切断した場合 (メンテナンスのためなど)。

■ KVM ホスト上の NetBackup サーバーまたはクライアントソフトウェアがアップグレー
ドされた場合。

■ KVM ホストに新しい libvirt バージョンがインストールされた場合。

KVM ホストを検証する方法

1 左側で［作業負荷 (Workloads)］、［KVM］の順に選択し、［ホスト (Hosts)］タブを選
択します。

2 右ペインで、KVM ホストを見つけます。

3 ［処理 (Actions)］、［検証 (Validate)］の順に選択します。

KVM ホストの削除
KVM ホストを保護する必要がなくなった場合は、登録済みの KVM ホストのリストから削
除できます。

次の点に注意してください。

■ VM は、すべての既存のイメージが期限切れになり、前回の検出から 30 日経過する
まで、NetBackup に表示され続けます。

■ KVM ホストから NetBackup サーバーまたはクライアントソフトウェアをアンインストー
ルするまで、KVM ホストは NetBackup にクライアントとして存在します。

KVM ホストを削除する方法

1 左側で［作業負荷 (Workloads)］、［KVM］の順に選択し、［ホスト (Hosts)］タブを選
択します。

2 右ペインで、KVM ホストを見つけます。

3 ［処理 (Actions)］、［削除 (Remove)］の順に選択します。

4 NetBackup ポリシーから KVM ホストを削除します。

KVM リソース形式のリソース制限の変更
KVM ホスト上で同時に実行できるバックアップの数は、KVM リソース制限で制御されま
す。これらの設定は、選択した、プライマリサーバーのすべての NetBackup ポリシーに
適用されます。

たとえば、［KVM ホストあたりのバックアップジョブ (Backup Jobs per KVM Host)］を設
定することで、KVM ホストの過負荷を避けるために KVM ホストごとに並列バックアップ
ジョブ数の制限を設定できます。
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KVM リソース形式のリソース制限を変更するには

1 リソース制限の制限事項を確認します。

p.15 の 「KVM リソースのグローバル制限の制限事項」 を参照してください。

2 左側で［作業負荷 (Workloads)］、［KVM］の順に選択します。

3 右上で［KVM 設定 (KVM settings)］、［リソース制限 (Resource limits)］の順に選
択します。

各リソースのデフォルト値は 0 (制限なし) です。

［制限 (Limits)］には、1 つまたは複数の KVM ホストに実行できる同時バックアップ
の数が表示されます。これはグローバル制限の値です。［上書き (Override)］の値
は、グローバル制限とは異なる制限がある KVM ホストの数を示します。

4 ［KVM ホストあたりのバックアップジョブ (Backup Jobs per KVM Host)］リソースの
制限を変更するには、［編集 (Edit)］を選択します。

5 次のオプションから選択します。

［グローバル (Global)］設定を特定して、適用する［制限
(Limits)］の値を選択します。

この値により、すべての KVM ホストの同時バックアップの
数が制限されます。

すべての KVM ホストのグロー
バル制限を設定します。

［追加 (Add)］を選択します。

リストから、KVM ホストの名前を入力します。

適用する［制限 (Limits)］の値を選択します。

この値により、KVM ホストに実行される同時バックアップ数
が制限されます。

特定の KVM ホストの制限を設
定します。

6 ［保存 (Save)］を選択します。

どの時点であっても、［デフォルト値に戻す (Reset default values)］をクリックする
と、すべての上書きが削除され、グローバルな KVM リソース制限が、すべてデフォ
ルト値に設定されます。

例

次の例は、これらの制限で同時バックアップを制御する方法を示しています。この設定

は、環境内の KVM の構成に従って実行する必要があります。1 個の KVM ホストが 20
個の VM をホストしている場合を考えてみます。リソースの制限が設定されていない場
合、ジョブを実行すると 20 個の並列実行ジョブが開始されます。これはデフォルトの動
作です。［KVM ホストあたりのバックアップジョブ (Backup Jobs per KVM Host)］が 10
に設定されている場合、この制限が適用され、10 個のバックアップジョブが同時に実行
されます。
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KVM リソースのグローバル制限の制限事項
KVM リソースの使用に関するグローバル制限の設定には、次の制限事項が適用されま
す。

■ 新規および変更されたリソースの制限は、すぐには反映されません。リソースの制限

の更新が反映されるまでに、いくつかのジョブが実行されます。

■ ポリシーごとの同時ジョブの数を制限するには、ポリシーの［属性 (Attributes)］タブに
ある［ポリシーごとにジョブ数を制限する (Limit jobs per policy)］設定を使います。

15第 3 章 KVM ホストの管理
KVM リソース形式のリソース制限の変更



KVM 管理者向けの RBAC
の役割の構成

この章では以下の項目について説明しています。

■ KVM 管理者の RBAC の役割

■ 特定の KVM オブジェクトレベルでの権限の割り当て

KVM 管理者の RBAC の役割
NetBackup では、役割に基づくアクセス制御 (RBAC) を使用して、どのユーザーがどの
KVM リソースにアクセスできるかを制御できます。RBAC アクセス権は、グローバル (す
べての KVM 資産)、特定の KVM ホスト、または個々の仮想マシンに付与できます。

デフォルトの KVM 管理者の役割では、すべての KVM 資産 (グローバル) にアクセスで
きます。

次の点に注意してください。

■ KVM 資産にカスタム役割を作成した場合は、KVM ホストレベルまたは KVM 仮想マ
シンレベルでのみ権限を構成できます。

■ RBAC の役割を作成するには、RBAC 管理者の役割、または役割を作成する権限
が必要です。

■ 役割の作成については、NetBackup 管理者にお問い合わせください。

特定の KVM オブジェクトレベルでの権限の割り当て
RBAC 管理者は、特定の KVM オブジェクトに権限を割り当てる KVM の RBAC の役割
を作成します。
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KVM ホストの権限を管理する方法

1 左側で、［作業負荷 (Workloads)］、［KVM］の順に移動します。次に、［ホスト (Hosts)］
タブを選択します。

2 右ペインで、KVM ホストを見つけて選択します。次に、［権限を管理 (Manage
permissions)］を選択します。

3 ［追加 (Add)］を選択します。

4 割り当てる役割の名前と権限を選択します。

5 ［保存 (Save)］を選択します。

KVM 仮想マシンの権限を管理する方法

1 左側で、［作業負荷 (Workloads)］、［KVM］の順に移動します。次に、［仮想マシン
(Virtual machines)］タブを選択します。

2 仮想マシンを見つけて選択します。次に、［権限を管理 (Manage permissions)］を
選択します。

3 ［追加 (Add)］を選択します。

4 割り当てる役割の名前と権限を選択します。

5 ［保存 (Save)］を選択します。

17第 4 章 KVM 管理者向けの RBAC の役割の構成
特定の KVM オブジェクトレベルでの権限の割り当て



KVM 仮想マシンの保護
この章では以下の項目について説明しています。

■ KVM 用のバックアップポリシーの構成について

■ 仮想マシンの自動選択について

■ KVM 用のポリシーの追加

■ ポリシー属性について

■ スケジュールプロパティ

■ ポリシーへの KVM ホストの追加

■ バックアップ対象の KVM 仮想マシンを選択するための問い合わせの構成

■ KVMの［属性 (attributes)］タブのバックアップオブション

■ KVM 仮想マシンの保護状態の表示

■ 手動バックアップの実行

KVM 用のバックアップポリシーの構成について
バックアップポリシーでは、KVM 仮想マシンで構成されるグループに対するバックアップ
の条件を定義します。

この条件には、次のものが含まれます。

■ 使用するストレージユニットおよびストレージメディア

■ ポリシー属性

■ バックアップスケジュール

■ 仮想マシンが存在する KVM ホスト
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■ バックアップ対象の仮想マシンを定義する問い合わせ

p.20 の 「KVM 用のポリシーの追加」 を参照してください。

KVM バックアップの制限事項
KVM ホストのバックアップには、次の制限事項があります。

■ 同じ KVM 仮想マシンを同時にバックアップすることはできません。

■ 仮想ディスクのない VM は保護できません。

■ 次の QCOW2 イメージ属性はサポートされていません。

■ 圧縮済みのクラスタ

■ 暗号化されたディスク

仮想マシンの自動選択について
一連の条件に基づいて自動的に仮想マシンを選択するように NetBackup を構成できま
す。NetBackup ポリシーの［バックアップ対象 (Backup Selections)］タブにある［問い合
わせビルダー (Query builder)］で条件 (規則) を指定します。NetBackup は現在規則を
満たしている仮想マシンのリストを作成し、バックアップにそれらの仮想マシンを追加しま

す。

仮想マシンの自動選択には、次の利点があります。

■ 大規模な仮想環境を備えたサイトのポリシー構成を単純化します。

ホストの長いリストから手動で仮想マシンを選択する必要はありません。 NetBackup
はポリシーの問い合わせビルダーの選択規則を満たすすべての仮想マシンを選択し

ます。

■ 仮想環境の変更に基づいて、バックアップリストを最新の状態に保持できます。

仮想マシンを追加または削除するたびに、バックアップリストを修正する必要がなくな

ります。

■ 仮想マシンの選択はバックアップ時に動的に行われます。

仮想マシンの自動選択の例を次に示します。

表 5-1 仮想マシンの自動選択の例

説明例

一部の仮想マシンで電源が切断されることがある場合、自動的にバックアップリス

トからそれらのマシンを除外するように NetBackup を構成できます。検出された
仮想マシンのうち、NetBackup は電源が入っている仮想マシンのみをバックアッ
プします。

現在電源が入っている仮想マシンのみを

バックアップリストの対象とする
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説明例

たとえば、問い合わせ規則により、特定の KVM ホストに存在するすべての仮想
マシンを選択できます。

KVM ホストに基づく仮想マシンのバック
アップ

KVM 用のポリシーの追加
このトピックでは、1 つ以上の KVM ホストにある KVM 仮想マシンをバックアップするた
めの NetBackup ポリシーを作成する方法について説明します。

KVM 用のポリシーを追加する方法

1 NetBackup Web UI を開きます。

2 左側で［保護 (Protection)］、［ポリシー (Policies)］の順に選択します。次に［追加
(Add)］を選択します。

3 新しいポリシーに指定する一意の名前を入力します。

4 ［ポリシー形式 (Policy type)］リストから、KVMを選択します。

5 ［属性 (Attributes)］タブの入力を完了します。

p.20 の 「ポリシー属性について」 を参照してください。

6 その他のポリシー情報を次のように追加します。

■ スケジュールを追加します。

■ KVM ホストを追加します。
p.22 の 「ポリシーへの KVM ホストの追加」 を参照してください。

■ 仮想マシンを動的に選択する問い合わせを作成します。

p.22 の 「バックアップ対象の KVM 仮想マシンを選択するための問い合わせの
構成」 を参照してください。

■ ［KVM 属性 (KVM attributes)］タブを選択し、KVM 関連のオプションを設定し
ます。

p.30 の 「 KVMの［属性 (attributes)］タブのバックアップオブション 」 を参照し
てください。

7 ポリシーの構成が完了したら、［作成 (Create)］を選択します。

ポリシー属性について
いくつかの例外を除き、KVM ポリシーのポリシー属性は、その他のほとんどのポリシー形
式と同様に管理されます。一部のポリシー属性は、ユーザー固有のバックアップ戦略や

システム構成によって異なります。

20第 5 章 KVM 仮想マシンの保護
KVM 用のポリシーの追加



ポリシー属性について詳しくは、『NetBackup 管理者ガイド Vol. 1』を参照してください。

表 5-2 NetBackup for KVM ポリシーのポリシー属性

説明属性

ポリシーを使用してバックアップできるクライアントの種類を指定します。KVM 仮想マシンの場合、
KVM のポリシー形式を選択します。

ポリシー形式 (Policy
type)

バックアップの説明文です。バックアップおよびリストアの参照時に有効です。キーワード句 (Keyword
phrase)

スケジュールプロパティ

表 5-3 スケジュールプロパティの説明

説明プロパティ

このスケジュールで制御できるバックアップ形式を指定します。バックアップ対象のリストには、構

成するポリシーに適用されるバックアップ形式だけが表示されます。

バックアップ形式 (Type
of backup)

次のいずれかの方法で自動バックアップをスケジュールできます。

■ カレンダー (Calendar)
特定の日付、週の特定の曜日または月の特定の日に基づいてバックアップ操作をスケジュー

ルすることができます。

■ 間隔 (Frequency)
間隔 (Frequency) は、このスケジュールで次のバックアップ操作が開始するまでの期間を指
定します。たとえば、バックアップ間隔を 7 日に設定して、正常なバックアップが水曜日に行わ
れるように設定したとします。次の完全バックアップは、次の水曜日まで行われません。

スケジュール形式

(Schedule Type)

ファイルのバックアップコピーを削除するまでの保持期間を指定します。保持レベルは、ポリシー

内のスケジュールの優先度も示します。レベルが高くなると、優先度も高くなります。データベース

の 2 つ以上の完全バックアップが保持されるように期間を設定します。このようにすると、1 つの完
全バックアップが失われた場合に、リストアする完全バックアップがもう 1 つあります。たとえば、
データベースが毎週日曜日の朝に一度バックアップされる場合、少なくとも 2 週の保持期間を選
択する必要があります。

アプリケーションバックアップスケジュールの保持期間とは、NetBackup がバックアップイメージを
保持する期間です。自動スケジュールの保持期間により、スケジュールバックアップが実行された

場合の NetBackup により記録が保持される期間が制御されます。たとえば、データベースが毎週
日曜日の朝に一度バックアップされる場合、少なくとも 2 週の保持期間を選択する必要がありま
す。

保持 (Retention)

21第 5 章 KVM 仮想マシンの保護
スケジュールプロパティ

http://www.veritas.com/docs/DOC5332


説明プロパティ

次のとおり、保持期間は選択するスケジュール形式に影響されます。

■ 間隔に基づくスケジュールを行う場合

スケジュールに対する間隔の設定より長い保持期間を設定します。たとえば、間隔の設定を 1
週間にする場合、保持期間が 1 週間より長くなるように設定します。NetBackup スケジューラ
は、自動バックアップスケジュールの最新の記録と、その自動バックアップスケジュールの間隔

を比較します。この比較は、バックアップが予定されているかどうかを判断するために行われま

す。これにより、記録の期限切れが早すぎるような保持期間を設定した場合、スケジュールバッ

クアップの間隔を予測できなくなります。ただし、必要以上に長い保持期間を設定した場合、

NetBackup カタログにより不要な記録が蓄積されます。
■ カレンダーに基づくスケジュールを行う場合

保持期間の設定は、カレンダーに基づくスケジュールには重要ではありません。

スケジュール形式が保持

期間に与える影響

ポリシーへの KVM ホストの追加
KVM ホストリストには、バックアップする仮想マシンが存在する KVM ホストのリストが含ま
れています。1 つのポリシーに 1 つ以上の KVM ホストが必要です。

インストールの要件については、次のトピックを参照してください。

p.8 の 「NetBackup サーバーおよびクライアントの要件」 を参照してください。

KVM ホストをポリシーに追加する方法

1 ポリシーを開いて、［KVM ホスト (KVM hosts)］タブを選択します。

2 ［追加 (Add)］を選択します。

3 ホストの名前を選択します。

4 ［選択 (Select)］を選択します。

バックアップ対象の KVM 仮想マシンを選択するための
問い合わせの構成

NetBackup は、入力された問い合わせ条件に基づいてバックアップ対象の KVM 仮想
マシンを自動的に選択します。ポリシーの［バックアップ対象 (Backup selections)］タブ
にある問い合わせビルダーで条件 (規則) を指定します。規則を設定して、バックアップ
対象として特定の仮想マシンを含めたり、仮想マシンを除外したりできます。

メモ: NetBackup Web UI では、OData キーワードと OData 演算子を問い合わせ規則
で使用する必要があります。

p.24 の 「KVM 仮想マシンの問い合わせビルダーのリファレンス」 を参照してください。
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バックアップジョブが実行されると、NetBackup は現在問い合わせ規則を満たしている
仮想マシンのリストを作成し、それらの仮想マシンをバックアップします。

バックアップ対象リストの VM を構成する方法

1 ポリシーで、［バックアップ対象 (Backup selections)］タブを選択します。

2 規則を作成するには、メニューから選択してください。

最初の規則を使用する場合は、規則の形式にもよりますが、最初は［フィールド

(Field)］リストを使用してください (最初の規則では、［結合 (Join)］フィールドで選択
できるのはブランク (なし) または［NOT］のみです)。

次に、［演算子 (Operator)］を選択します。

［値 (Value)］フィールド: フォルダアイコンを選択して値を参照するか、値を手動で
入力するか、場合によってはリストから値を選択します。［値 (Value)］フィールドで手
動入力する文字は一重引用符で囲む必要があります。大規模な仮想環境では、値

の参照に時間を要する場合がありますので注意してください。

p.24 の 「KVM 仮想マシンの問い合わせビルダーのリファレンス」 を参照してくださ
い。

3 ［追加 (Add)］を選択して、［問い合わせ (Query)］ペインにこの規則を追加します。

4 他の規則を必要に応じて作成します。

p.28 の 「バックアップ対象の VM を選択するための問い合わせの例」 を参照して
ください。

5 問い合わせに基づいて NetBackup が現在選択している仮想マシンを参照するに
は、［問い合わせのテスト (Test query)］を選択します。

ポリシーの選択の規則と一致する現在の環境の仮想マシンには、［インクルード

(Included)］というラベルが付いています。ただし、［問い合わせのテスト (Test query)］
オプションではポリシーのバックアップリストが作成されないので注意してください。

p.28 の 「VM の問い合わせのテスト」 を参照してください。

6 すぐに検出を実行して資産情報を更新するには、［問い合わせのテスト (Test query)］
モーダルの一番下までスクロールし、［今すぐ検出 (Discover now)］を選択します。

注意: NetBackup では、KVM ポリシーの実行時は検出が実行されません。ポリシー
に新しい VM を反映するには、検出を手動で実行して、それらの VM を検出する必
要があります。

7 問い合わせ結果の確認が終了したら、［閉じる (Close)］を選択します。
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8 NetBackup がポリシーの今後の実行でバックアップリストとして最新の問い合わせ
結果を使う期間を指定できます。［VM の選択の問い合わせ結果を再利用する
(Reuse VM selection query results for)］で期間を設定します。

p.29 の 「［VM 選択問い合わせ結果を再利用 (Reuse VM selection query results
for)］オプションについて」 を参照してください。

9 メニューを使用する代わりに、問い合わせを手動で作成するには、［詳細モード

(Advanced mode)］をクリックします。

p.27 の 「詳細モードを使用した仮想マシン選択の問い合わせの作成」 を参照して
ください。

KVM 仮想マシンの問い合わせビルダーのリファレンス
問い合わせビルダーを使って、バックアップする KVM 仮想マシンを自動選択する規則
を入力できます。

注意: 問い合わせビルダーの詳細モードは OData のキーワードと演算子を使用します。

表 5-4では、問い合わせビルダーでクレデンシャルルールを作成するためのフィールドと
オプションについて説明します。

表 5-4 KVM 仮想マシンの問い合わせビルダーのオプション

説明問い合わせビル
ダーのフィールド

2 つ以上の条件を追加する場合に、ルールを結合するコネクタを選択でき
ます。

および (and)

または (or)

ルールを構築するパラメータを選択します。

p.25 の 表 5-5 を参照してください。

フィールド (Field)

演算子を選択します。利用可能な演算子は、［フィールド (Field)］で選択さ
れているパラメータによって異なります。

p.25 の 表 5-6 を参照してください。

演算子 (Operator)

［フィールド (Field)］パラメータに対して［値 (Value)］を指定します。

［値 (Value)］フィールドには、他のフィールドでの選択内容に応じて、有効
な値のリストまたは手動入力を指定できます。

p.26 の 「値」 を参照してください。

値 (Value)
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［フィールド (Field)］(キーワード)
表 5-5では、［フィールド (Field)］ドロップダウンで利用可能なキーワードについて説明し
ます。各キーワードの値 (［値 (Value)］フィールド内) では大文字と小文字が区別されま
す。

メモ: OData［フィールド (Field)］キーワードは、NetBackup API を使用してクレデンシャ
ルルールの問い合わせを構築するときのために示しています。

表 5-5 ［フィールド (Field)］リストのキーワード

説明OData フィールドキー
ワード

フィールドキーワード

仮想マシンの説明。descriptiondescription

仮想マシンの表示名。displayNamedisplayName

KVM ホストの名前。kvmHostNamekvmHostName

仮想マシンの電源の状態。powerStatepowerState

仮想マシンのメタデータに含まれるタイトル。titletitle

仮想マシンの UUID。uuiduuid

演算子

表 5-6では、［演算子 (Operator)］リストで利用可能な演算子について説明します。この
表に各キーワードの値 (［値 (Value)］フィールド内) に大文字と小文字の区別があるかど
うかも示します。

表 5-6 ［演算子 (Operator)］リストの演算子

説明OData 演算子演算子

［値 (Value)］フィールドの値が文字列に出現する場合、その値と一致します。
値は大文字と小文字が区別されます。

たとえば、［値 (Value)］エントリが「dev」の場合、Contains は「01dev」、
「01dev99」、および「devOP」などの文字列と一致します。ただし、
「Development_machine」という名前とは一致しません。

containsContains
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説明OData 演算子演算子

［値 (Value)］フィールドの値が文字列の末尾に出現する場合、その値と一致
します。

たとえば、［値 (Value)］エントリが「dev」の場合、Ends with は文字列「01dev」
と一致しますが、「01dev99」、「devOP」、または「development_machine」
とは一致しません。

endswithEndsWith

［値 (Value)］フィールドで指定した値にのみ一致します。値は大文字と小文
字が区別されます。

たとえば、検索対象の表示名が「VMtest27」の場合、Equal は VMTest27 と
いう仮想マシン名と一致します。ただし、VMTest27、vmtest27、vmTEST27
という名前とは一致しません。

equalEqual

UTF-8 の照合順序に従って、指定した値より大きい値と一致します。greaterGreater

UTF-8 の照合順序に従って、［値 (Value)］フィールドの値以上の値と一致し
ます。

greaterEqualGreaterEqual

［値 (Value)］フィールドで指定した値のいずれかに一致します。

たとえば、［値 (Value)］フィールドのホストが「kvm01」、「kvm02」、「kvm03」
の場合、In はこれらのいずれかの名前を持つ KVM ホストと一致します。KVM
ホストの名前が指定したどの値とも同一でなければ、一致しません。「KVM01A」
という名前のホストとは一致しません。

inIn

UTF-8 の照合順序に従って、指定した値より小さい値と一致します。lessLess

UTF-8 の照合順序に従って、指定した値以下の値と一致します。lessEqualLessEqual

［値 (Value)］フィールドの値と等しくない値と一致します。neNotEqual

［値 (Value)］フィールドの値が文字列の先頭に出現する場合、その値と一致
します。

たとえば、［値 (Value)］エントリが「box」の場合、Starts with は文字列
「box_car」と一致し、「flatbox」とは一致しません。

startswithStartsWith

値

表 5-7 は、［値 (Value)］フィールドに入力できる文字について説明しています。［フィー
ルド (Field)］のキーワードでは、大文字と小文字が区別されます。

メモ: ［値 (Value)］フィールドで入力する文字列は、一重引用符で囲む必要があります。
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表 5-7 ［値 (Value)］に入力できる文字

許可される文字列文字の種類

A から Z、a から z、0 から 9、- (マイナス記号)、特殊文字。

メモ: 10 進数のみ。

英数字

* (アスタリスク) はすべてと一致します。

たとえば、「*prod*」は任意の文字の前または後に付く「prod」と一致します。

? (疑問符) は、すべての単一文字と一致します。

たとえば、「prod??」は任意の 2 文字の前に付く「prod」と一致します。

ワイルドカード

¥ (円記号) は、それに続くワイルドカードまたはメタ文字をエスケープ処理します。

たとえば、アスタリスクを含んでいる文字列 (test* など) を検索するには、「test¥*」と入力します。

エスケープ文字

注意: ［値 (Value)］で入力する文字は一重引用符で囲む必要があります。

引用符を含んでいる文字列を検索するには、各引用符をエスケープ処理 (¥') します。

たとえば、一重引用符を含んでいる文字列 ('name' など) を検索するには、「¥'name¥'」と入力しま
す。

引用符

詳細モードを使用した仮想マシン選択の問い合わせの作成
問い合わせビルダーの詳細モードを使用すると、グループ化のカッコの使用など、仮想

マシンの選択規則をより柔軟に作成できます。

メモ: NetBackup Web UI では、OData キーワードと OData 演算子を問い合わせ規則
で使用する必要があります。

p.24 の 「KVM 仮想マシンの問い合わせビルダーのリファレンス」 を参照してください。

詳細モードを使用して仮想マシン選択の問い合わせを作成する方法

1 KVM ポリシーを作成します。

2 ［バックアップ対象 (Backup selections)］タブを選択します。

3 問い合わせビルダーを特定し、［詳細モード (Advanced mode)］を選択します。

4 問い合わせの規則を追加するには問い合わせビルダーのメニューを使用します。

規則を手動で入力することもできます。

問い合わせの例を次に示します。

startswith(displayName, 'vm3') と powerState eq 'Shut Off'

contains(kvmHostName, 'hostab')
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5 規則を既存の規則に挿入するには、新しい規則の開始位置にカーソルを配置し、

その規則を入力します。

ドロップダウンメニューで作成した規則は、問い合わせの最後に表示されます。その

規則を適当な場所にコピーおよび貼り付けできます。

6 複合問い合わせ上に評価順序を正しく作成するためには、必要に応じカッコを使用

して規則をグループ化します。複合問い合わせには、and、and not、or、or not で
結合された 2 つ以上の規則が含まれます。

バックアップ対象の VM を選択するための問い合わせの例
このトピックでは、バックアップ対象の KVM 仮想マシンを自動的に選択するために作成
できる問い合わせの種類の例を示します。

次の問い合わせの例では、文字列 domain.com で終わるホスト名の KVM 仮想マシン
が選択されます。OData キーワードと演算子を含む問い合わせ文字列は次のとおりで
す。endswith(kvmHostName), 'domain.com')

値演算子フィールド

domain.com文字列の末尾 (Ends with)kvmHostName

次の問い合わせの例では、UUID が 100faa79-1119-4c49-8f32-b4a165ee51d であ
る KVM 仮想マシンが選択されます。OData キーワードと演算子を含む問い合わせ文字
列は次のとおりです。uuid eq ‘100faa79-1119-4c49-8f32-b4a165ee51d6’

値演算子フィールド

100faa79-1119-4c49-8f32-b4a165ee51d6Equaluuid

VM の問い合わせのテスト
作成した問い合わせをテストして、NetBackup が現在の NetBackup 環境で検出した
KVM の VM をプレビューできます。

VM の問い合わせをテストする方法

1 KVM ポリシーを開きます。

2 ［バックアップ対象 (Backup selections)］タブを選択します。
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3 ［問い合わせのテスト (Test query)］を見つけて選択します。

次の情報が表示されます。

問い合わせ条件。問い合わせ (Query)

NetBackup 環境内にある VM の数を表示します。すべて (All)

問い合わせ条件と一致する VM の数を表示します。インクルード (Included)

問い合わせ条件に一致しない VM の数を表示しま
す。

エクスクルード (Excluded)

仮想マシンは、ホスト名の問題か他のエラーが原因で

バックアップ対象として選択できません。また、問い合

わせはこの仮想マシンをエクスクルードすることはでき

ません。

VM に説明が付きます。

失敗 (Failed)

選択したタブに基づいた、NetBackup 環境内にある
VM の名前。

VM のリスト

4 すぐに検出を実行して資産情報を更新するには、［問い合わせのテスト (Test query)］
モーダルの一番下までスクロールし、［今すぐ検出 (Discover now)］を選択します。

注意: NetBackup では、KVM ポリシーの実行時は検出が実行されません。ポリシー
に新しい VM を反映するには、検出を手動で実行して、それらの VM を検出する必
要があります。

5 終了したら、［閉じる (Close)］を選択します。

［VM 選択問い合わせ結果を再利用 (Reuse VM selection query results
for)］オプションについて

［問い合わせのテスト (Test Query)］画面には、NetBackup が KVM 環境で検出した仮
想マシンが表示されます。自動選択機能は動的であるため、環境が後で変更されると、

どの仮想マシンが問い合わせ規則と一致するかに影響することがあります。たとえば、仮

想マシンを後で追加すると、最新のテスト結果はバックアップ実行時に選択した仮想マシ

ンと同一ではないことがあります。

［VM 選択問い合わせ結果を再利用 (Reuse VM selection query results for)］に指定
した期間中は、NetBackup はバックアップリストとして仮想マシンの現在のリストを再利用
します。問い合わせビルダーの参照または仮想マシンの再検出は行いません。

［VM 選択問い合わせ結果を再利用 (Reuse VM selection query results for)］オプショ
ンについて次のことに注意してください。

■ 問い合わせ結果が再利用される期間を指定します。
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■ NetBackup ポリシースケジュールの実行時には影響しません。

■ このオプションは、問い合わせ規則が変わるか、または検出に影響するポリシー属性

が変わると無効になります。その場合には、NetBackup は次回のポリシー実行時に
仮想マシンを再検出します。

たとえば、［VM 選択問い合わせ結果を再利用 (Reuse VM selection query results for)］
オプションを 8 時間に設定し、オンになっている仮想マシンを問い合わせが選択すると
仮定します。8 時間の間に他の仮想マシンがオンになっても、それらの仮想マシンはポリ
シーのバックアップリストに追加されません。ポリシーは、(ポリシーが作成されたときなど)
最後にリストに追加された仮想マシンをバックアップします。8 時間後のポリシーの次回
実行時に、最近オンにした仮想マシンを検出し、バックアップリストに追加します。

再利用期間が期限切れになる前に次のバックアップが行われた場合や、仮想マシンの

名前が再利用期間中に変更された場合を想定しています。その場合、NetBackupは名
前が変更された仮想マシンを元の名前でバックアップします。再利用期間が期限切れに

なっていないため、NetBackup は仮想マシンを再発見せず、そのため、新しい名前で仮
想マシンを識別できません (NetBackup はインスタンス UUID によって仮想マシンを識
別します)。新しい名前で仮想マシンのバックアップを作成するには、再利用期間をより短
い間隔に設定し、検出プロセスを開始する必要がありました。

注意: バックアップに選択した仮想マシンはポリシーの［バックアップ対象 (Backup
selections)］タブに表示されません。NetBackup が選択してバックアップした仮想マシン
を確認するには、次のトピックを参照してください。

p.28 の 「VM の問い合わせのテスト」 を参照してください。

KVMの［属性 (attributes)］タブのバックアップオブショ
ン

［KVM］タブは、ポリシー形式として KVM を選択すると表示されます。

次のトピックでは、KVM のバックアップオプションについて説明します。

p.30 の 「 ［最適化 (Optimizations)］オプション (KVM) 」 を参照してください。

p.31 の 「［プライマリ VM 識別子 (Primary VM identifier)］オプション (KVM)」 を参照し
てください。

p.34 の 「［既存のスナップショット処理 (Existing snapshot handling)］のオプション
(KVM)」 を参照してください。

p.34 の 「KVM - 高度な属性 」 を参照してください。

［最適化 (Optimizations)］オプション (KVM)
次のオプションは KVM 仮想マシンバックアップの形式と範囲を設定します。

30第 5 章 KVM 仮想マシンの保護
KVMの［属性 (attributes)］タブのバックアップオブション



表 5-8 最適化 (Optimizations)

説明オプション

このオプションはバックアップからの個々のファイルのリストアを可能にします。このオプションの有

無にかかわらず、仮想マシン全体をリストアできます。

KVM バックアップを重複排除ストレージユニットに実行するには、このオプションを選択します。
このオプションによって重複排除率が最適になります。

Arctera InfoScale ボリュームを含む仮想マシンをバックアップするには、このオプションを無効に
します。また、［削除されたブロックのエクスクルード (Exclude deleted blocks)］オプションが無効
になっていることを確認します。

メモ: Linux 仮想マシンの場合、LVM ボリュームの名前に次の特殊文字を使用できます。. (ピリ
オド)、_ (下線文字)、- (ハイフン)。他の特殊文字はサポートされません。ボリューム名に他の特
殊文字がある場合、［VM バックアップからのファイルリカバリを有効にする (Enable file recovery
from VM backup)］オプションは機能しません。その結果、そのボリュームから個々のファイルをリ
ストアすることはできません。

VM バックアップからのファ
イル回復の有効化

仮想マシンのファイルシステム内の未使用か削除されたブロックを除外することによってバックアッ

プイメージのサイズを減らします。このオプションがサポートするファイルシステムは、Windows
NTFS と Linux ext2、ext3、ext4、XFS です。

このオプションは独自のマッピング技術を使用して、ファイルシステム内の空いているセクタ (割り
当てられているが空) を識別します。

Arctera InfoScale ボリュームを含む仮想マシンをバックアップするには、このオプションを無効に
します。また、［VM バックアップからのファイルリカバリを有効にする (Enable file recovery from
VM backup)］ オプションが無効になっていることを確認してください。

削除されたブロックのエクス

クルード

ゲスト OS システムのページファイル (Windows) またはスワップファイル (Linux) のデータをエク
スクルードすることによってバックアップイメージのサイズを減らします。

メモ: このオプションはバックアップからスワップおよびページファイルをエクスクルードしません。
それらのファイルのデータのみがエクスクルードされます。ファイルがリストアされる場合には、空

のファイルとしてリストアされます。

メモ: Linux 仮想マシンの場合、このオプションは仮想マシンをリストアするときにスワップファイル
を無効にします。仮想マシンがリストアされた後にスワップファイルを再設定する必要があります。

スワップファイルを有効にして仮想マシンをリストアするには、［スワップおよびページングファイル

のエクスクルード (Exclude swap and paging files)］を選択しないでください。

スワップおよびページング

ファイルのエクスクルード

［プライマリ VM 識別子 (Primary VM identifier)］オプション (KVM)
この設定は、NetBackup がバックアップに仮想マシンを選択するときに仮想マシンを認
識する名前の形式を指定します。

［プライマリ VM 識別子 (Primary VM identifier)］に使用する名前には制限があります。

p.32 の 「プライマリ VM 識別子に対する NetBackup の文字制限」 を参照してください。
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表 5-9 プライマリ VM 識別子 (Primary VM identifier)

説明オプション

KVM 環境にある仮想マシンの名前。仮想マシンが NetBackup ポリシーに含まれている場
合は、仮想マシンの表示名に使うことができる文字に制限があります。

p.32 の 「プライマリ VM 識別子に対する NetBackup の文字制限」 を参照してください。

VM 表示名 (VM display
name)

仮想マシンが作成されたときに仮想マシンに割り当てられたグローバルに一意な ID。この ID
は KVM ホストの仮想マシンを一意に識別します。

VM のインスタンス UUID (VM
UUID)

プライマリ VM 識別子に対する NetBackup の文字制限
NetBackup ポリシーの仮想マシンでは、特定の文字が仮想マシンの表示名に使用でき
ません。バックアップポリシー［プライマリ VM 識別子 (Primary VM identifier)］フィール
ドは、VM の選択に NetBackup が使用する名前の形式を識別します。

p.31 の 「［プライマリ VM 識別子 (Primary VM identifier)］オプション (KVM)」 を参照し
てください。

名前に許可されない文字が含まれている場合、バックアップまたはリストアは失敗するこ

とがあります。

次の表は、注記されている場合を除き、［プライマリ VM 識別子 (Primary VM identifier)］
でバックアップまたはリストアが NetBackup によって許可されない文字および文字列に
ついて説明します。

表 5-10 プライマリ VM 識別子で許可されない文字および文字列

注意事項説明文字または文字列

引用符、Unicode x22。"

ドル記号、Unicode x24。$

アポストロフィ、Unicode x27。'

アスタリスク、Unicode x2A。*

カンマ、Unicode x2C。,

コロン、Unicode x3A。:

セミコロン、Unicode x3B。;

疑問符、Unicode x3F。?

アットマーク、Unicode x40。@

縦線、Unicode x7C。|

32第 5 章 KVM 仮想マシンの保護
KVMの［属性 (attributes)］タブのバックアップオブション



注意事項説明文字または文字列

アクサングラーブ、Unicode x60。`

アキュートアクセント、Unicode
xB4。

´

インテリジェントポリシーの問い合わ

せと VM 検索結果では、NetBackup
は［インクルード (Included)］VM の表
示名の % をリテラル文字列 %25 に
変換します。問い合わせに表示名を

指定するときは % 文字を %25 に置
換します。

パーセント記号、Unicode x25。%

アンド記号、Unicode x26。&

小なり記号、Unicode x3C。<

大なり記号、Unicode x3E。>

最初の位置でのみ許可されません。ハイフンマイナス、Unicode x2D。-

VM 表示名では許可されず、他のオ
ブジェクトでは許可されます。

Solidus、Unicode x2F。/

VM 表示名では許可されず、他のオ
ブジェクトでは許可されます。

バックスラッシュ、Unicode x5C。¥

VM 表示名の末尾では許可されず、
他のオブジェクトでは許可されます。

ピリオド、Unicode x2E。.

インテリジェントポリシーの問い合わ

せと VM 検索結果では、NetBackup
は［インクルード (Included)］VM の表
示名のスペース文字をリテラル文字

列 %20 に変換します。問い合わせ
に表示名を指定するときはスペース

文字を %20 に置換します。

スペース、Unicode x20。

バックアップポリシーでプライマリ VM
識別子として VM 表示名を指定して
いる場合は許可されません。

x7F より大きい
Unicode 文字 (非
ASCII)

VM 表示名では許可されず、他のオ
ブジェクトでは許可されます。

Unicode 文字定義にないリテラル
文字列。

%2f

VM 表示名では許可されず、他のオ
ブジェクトでは許可されます。

Unicode 文字定義にないリテラル
文字列。

%5c

33第 5 章 KVM 仮想マシンの保護
KVMの［属性 (attributes)］タブのバックアップオブション



VM 名に対するその他の文字制限は、次の場所で入手できる『NetBackup クラウド管理
者ガイド』で確認できます。

http://www.veritas.com/docs/000003214

［既存のスナップショット処理 (Existing snapshot handling)］のオプショ
ン (KVM)

削除されていないスナップショットは、ディスク容量やパフォーマンスの問題をもたらす可

能性があります。NetBackup には、バックアップ処理の一部としてスナップショットをクリー
ンアップするために、次のオプションがあります。

表 5-11 ［既存のスナップショット処理 (Existing snapshot handling)］のオプ
ション

説明オプション

NetBackup バックアップで以前に作成された仮想マシンのスナップショットがある場合、
NetBackup は古いスナップショットを削除し、更新済みのスナップショットを作成して、
仮想マシンのバックアップを続行します。

NetBackup スナップショットを削除し
てバックアップを続行する (Remove
NetBackup snapshots and continue
the backup)

NetBackup は既存の仮想マシンのスナップショット (以前に NetBackup によって作成
されたスナップショットを含む) を無視し、スナップショットの作成とバックアップに進みま
す。

バックアップを続行する (Continue
the backup)

仮想マシンにスナップショットがある場合、NetBackup はその仮想マシンに対するジョ
ブのみを停止します。

スナップショットが存在する場合はバッ

クアップを停止する (Stop the
backup if any snapshots exist)

NetBackup バックアップで以前に作成した仮想マシンのスナップショットが存在する場
合、NetBackup はその仮想マシンに対するジョブのみを停止します。

NetBackup スナップショットが存在す
る場合はバックアップを停止する

(Stop the backup if NetBackup
snapshots exist)

KVM - 高度な属性
KVM バックアップには、次の追加パラメータを使用できます。ほとんどの場合、最適な設
定はデフォルトです。
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表 5-12 KVM の高度な属性

説明構成パラメータ

デフォルトではこのオプションは有効です。ほとんどの場合、デフォルトを受け入れてください。

仮想マシンの I/O は NetBackup がスナップショットを作成する前に静止します。ファイルのアクティビ
ティを静止しないと、スナップショットのデータの一貫性は保証されません。一貫性がない場合には、そ

のバックアップデータは、少ないか値が 0 になることがあります。

このオプションが無効の場合、仮想マシンの I/O を静止せずにスナップショットが作成されます。この場
合、バックアップデータのデータ整合性の分析を手動で実行する必要があります。

注意: Cohesityは静止を無効にすることはお勧めしません。ほとんどの場合、このオプションは有効に
する必要があります。

メモ: QEMU ゲストエージェントがインストールされていない場合、バックアップは失敗します。

静止されたスナップショットが失敗する場合、静止せずにスナップショットを実行してください (Perform
snapshot without quiescing if quiesced snapshots fail)

このオプションは、静止したスナップショットのバックアップが失敗した場合に、静止状態のスナップショッ

トを自動的に実行するために選択します。

仮想マシンの静止

(Virtual machine
quiesce)

KVM 仮想マシンの保護状態の表示
KVM ホストの VM を保護するために使用されるポリシーの保護状態を表示できます。

KVM 仮想マシンの保護状態を表示する方法

1 左側で［作業負荷 (Workloads)］、［KVM］の順に選択します。

2 ［仮想マシン (Virtual machines)］タブを選択します。

［最後に成功したバックアップ (Last successful backup)］列は、バックアップが最
後に成功した日時を示しています。［次のポリシーによって保護 (Protected by
policy)］列は、仮想マシンを保護しているポリシーの名前を示しています。

手動バックアップの実行
環境のサーバーおよび資産を設定した後、手動バックアップで構成設定のテストを行うこ

とができます。作成した自動バックアップスケジュールを使用して、ポリシーから手動バッ

クアップを実行します。

ポリシーから手動バックアップを実行するには

1 左側で［保護 (Protection)］、［ポリシー (Policies)］の順に選択します。

2 テストするポリシーを選択します。

3 ［手動バックアップ (Manual backup)］を選択します。
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4 手動バックアップに使うスケジュールを選択します。

5 手動バックアップに含めるクライアントを選択します。
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KVM 仮想マシンのリカバリ
この章では以下の項目について説明しています。

■ KVM リカバリの考慮事項および制限事項

■ リカバリ前チェックについて

■ KVM 仮想マシンのリカバリ

KVM リカバリの考慮事項および制限事項
KVM リカバリを実行する前に、次の考慮事項と制限事項を確認してください。

■ NetBackup が検出したストレージプールにのみリカバリできます。ストレージプール
が検出されていない場合は、最初にストレージプールを作成し、検出を実行してその

ストレージプールを検出する必要があります。

■ 完全バックアップからのリカバリのみがサポートされています。

■ バックアップ時に VM ディスクがストレージプールに存在しなかった場合、［元の場所
にリストアする (Restore to the original location)］リカバリオプションは利用できませ
ん。

リカバリ前チェックについて
リカバリ前チェックでは、次の項目が確認されます。

■ サポート対象の文字の使用と表示名の文字数

■ 同じ表示名または UUID を持つ VM の存在

■ KVM ホストとの接続性

■ 宛先ボリュームの利用可能な領域
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KVM 仮想マシンのリカバリ
バックアップされたときに VM が存在していた元の場所または別の場所に VM をリカバリ
できます。バックアップイメージのデフォルトのコピーからのリカバリに加え、別のコピーが

ある場合はそのコピーからもリカバリできます。デフォルトのコピーはプライマリコピーとも

呼ばれます。

KVM 仮想マシンをリカバリする方法

1 左側で［作業負荷 (Workloads)］、［KVM］の順に選択します。

2 ［仮想マシン (Virtual machines)］タブを選択します。

3 VM を見つけて選択します。次に、［リカバリ (Recover)］を選択します。

4 ［リカバリポイント (Recovery points)］タブを選択します。左側のカレンダービュー
で、バックアップが発生した日付を選択します。

利用可能なイメージが、それぞれのバックアップタイムスタンプと一緒に一覧表示さ

れます。

5 リカバリするイメージについて、次のいずれかのイメージリカバリオプションを選択し

ます。

■ リカバリ (Recover)
バックアップイメージのデフォルトのコピーからリカバリします。このオプションは、

コピーが 1 つだけある場合に表示されます。

■ デフォルトのコピーからリカバリ (Recover from default copy)
バックアップイメージのデフォルトのコピーからリカバリします。このオプションは、

コピーが複数ある場合に表示されます。

■ nn 個のコピー (nn copies)
バックアップイメージのデフォルトのコピーまたは別のコピーからリカバリします。

NetBackup では、同じバックアップイメージのコピーを最大 10 個まで保持でき
ます。このオプションを選択すると、利用可能なすべてのコピーが表示されます。

それぞれのコピーについて、［ストレージ名 (Storage name)］、［ストレージサー
バー (Storage server)］、［ストレージサーバー形式 (Storage server type)］が
表示されます。

6 リカバリするコピーについて［仮想マシンのリストア (Restore virtual machine)］を選
択します。

7 ［リカバリターゲット (Recovery target)］のステップで、次の操作を実行します。

■ ［リストア先 (Restore to)］の値を確認します。
デフォルト値は VM のバックアップイメージから取得されます。

■ 別の表示名を適用する場合は、その名前を入力します。

■ 別の KVM ホストにリカバリするには、そのホスト名を検索します。
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■ 代替ストレージにリカバリするには、［代替ストレージにリストア (Restore to
alternate storage)］を選択します。
各ディスクについて、［宛先ストレージプール (Destination storage pool)］を選
択し、リカバリ先の［宛先ボリューム (Destination volume)］を入力します。

8 ［次へ (Next)］を選択します。

9 リストアオプションを確認します。

NetBackup は、宛先に同じ表示名または UUID の VM が
存在する場合、リカバリを開始する前にその VM を削除し
ます。NetBackup は同じ表示名または UUID の VM を削
除しますが、それが同じ VM ではななく、同じ表示名または
UUID の別の VM である可能性があることに注意してくださ
い。

既存の仮想マシンの上書きを許

可 (Allow overwrite of existing
virtual machine)

リカバリが完了すると、VM が自動的にオンになります。リカバリ後に電源をオン (Power
on after recovery)

元の VM UUID の代わりに、新しい VM UUID で VM をリ
ストアします。

新しい VM UUID の作成
(Create a new VM UUID)

10 ［次へ (Next)］を選択します。

11 NetBackup でリカバリ前チェックが実行されます。

12 エラーが見つかった場合は解決します。

エラーは無視できます。ただし、その場合はリカバリが失敗する場合があります。

13 ［リカバリの開始 (Start recovery)］を選択します。

ジョブの進捗を監視するには、［リストアアクティビティ (Restore activity)］タブを選
択します。特定のジョブを選択すると、その詳細が表示されます。
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KVM バックアップとリカバリ
のトラブルシューティング

この章では以下の項目について説明しています。

■ KVM の NetBackup ログ

■ VxMS ログの構成

■ KVM の検出または検証操作のトラブルシューティング

KVM の NetBackup ログ
KVM のバックアップまたは KVM のリストアに関するログメッセージは、次の NetBackup
ログディレクトリを参照してください。

表 7-1

場所メッセージの内容ログディレクトリ

プライマリサーバーまたはメディ

アサーバー

バックアップおよびリストアinstall_path¥NetBackup¥logs¥bpbrm

メディアサーバーバックアップおよびリストアinstall_path¥NetBackup¥logs¥bptm

KVM ホストスナップショットの作成およびバックアップinstall_path¥NetBackup¥logs¥bpfis

KVM ホストスナップショットの作成およびバックアップinstall_path¥NetBackup¥logs¥bpcd

KVM ホストバックアップinstall_path¥NetBackup¥logs¥bpbkar

プライマリサーバーリストアinstall_path¥NetBackup¥logs¥bprd

KVM ホストKVM ホストの構成、検出、およびリストアinstall_path¥NetBackup¥logs¥bpVMutil

KVM ホストポリシーの構成install_path¥NetBackup¥logs¥nbproxy
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場所メッセージの内容ログディレクトリ

プライマリサーバー、KVM ホス
ト

仮想マシンの自動選択と KVM ホストの構成
および検出

install_path¥NetBackup¥logs¥ncfnbcs (オ
リジネータ ID 366)

ncfnbcs は統合ログ機能を使用します。統合
ログの使用方法について詳しくは、

『NetBackup ログリファレンスガイド』を参照し
てください。

KVM ホストリストアinstall_path¥NetBackup¥logs¥ncfnbrestore
(オリジネータ ID 357)

ncfnbrestore は統合ログ機能を使います。統
合ログの使用方法について詳しくは、

『NetBackup ログリファレンスガイド』を参照し
てください。

KVM ホスト

p.42 の 「 VxMS ログの構成 」
を参照してください。

注意: VxMS ログを使用すると、
バックアップホストのパフォーマ

ンスが低下する場合があります。

バックアップ時のファイルマッピングWindows の場合:
install_path¥NetBackup¥logs¥vxms

Linux の場合:
/usr/openv/netbackup/logs/vxms

プライマリサーバーKVM ホストの構成および検出install_path¥NetBackup¥logs¥nbwebservice

メモ:  統合ログディレクトリを除き、これらのログディレクトリは、ログの記録用にあらかじめ
存在している必要があります。これらのディレクトリが存在しない場合は、作成してくださ

い。

これらログディレクトリのほとんどを作成するには、NetBackup サーバーおよび KVM ホ
ストで、次のコマンドを実行します。

Windows の場合: install_path¥NetBackup¥logs¥mklogdir.bat

UNIX の場合 (プライマリサーバーまたはメディアサーバー上):
/opt/openv/netbackup/logs/mklogdir

p.42 の 「 VxMS ログの構成 」 を参照してください。 .

スナップショットログおよびログレベルについての詳細情報を利用できます。『NetBackup
NAS 管理者ガイド』を参照してください。ログに関するより広範な説明を利用できます。
『NetBackup ログリファレンスガイド』を参照してください。
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VxMS ログの構成
次の手順では、NetBackup 向けの VxMS ログの構成方法を説明します。

Linux バックアップホストでの VxMS ログ
Linux バックアップホストで VxMS ログを設定する方法

1 VxMS ログディレクトリを作成します。

/usr/openv/netbackup/logs/vxms

注意: ログを記録するには、VxMS ディレクトリが必要です。

注意: NetBackup mklogdir コマンドを実行している場合は、VxMS ログディレクト
リはすでに存在します。

2 /usr/openv/netbackup/bp.conf ファイルに次を追加します。

VXMS_VERBOSE=<0 以上の数値>

利用可能なログレベルについては、表 7-2を参照してください。

3 ログの場所を変更するには、bp.conf ファイルに次を入力します。

vxmslogdir=新しいログ記録先のパス

注意: VxMS ログの場所が変わると、ログアシスタントはログを収集しません。

Windows バックアップホストでの VxMS ログ
Windows バックアップホストで VxMS ログを設定する

1 VxMS ログディレクトリを作成します。

install_path¥NetBackup¥logs¥vxms

注意: ログを記録するには、VxMS フォルダが必要です。

注意: NetBackup mklogdir.bat コマンドを実行している場合は、VxMS ログディ
レクトリはすでに存在します。

2 Windows のレジストリで、DWORD レジストリエントリ VXMS_VERBOSE を次の場所に
作成します。

［HKEY_LOCAL_MACHINE］ > ［SOFTWARE］ > ［Veritas］ > ［NetBackup］ >
［CurrentVersion］ > ［Config］

3 ログ記録レベルを設定するため、VXMS_VERBOSE の数値を 0 以上に設定します。数
値が多いほど詳細なログとなります。

利用可能なログレベルについては、表 7-2を参照してください。

4 ログの保存場所を変更するには:

■ regedit を開き、次の場所に移動します。
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［HKEY_LOCAL_MACHINE］ > ［SOFTWARE］ > ［Veritas］ > ［NetBackup］
> ［CurrentVersion］

■ 文字列値 (REG_SZ) を持つレジストリエントリ vxmslogdir を作成します。文字
列値に、既存のフォルダの絶対パスを指定します。

注意: VxMS ログフォルダに NTFS 圧縮を使用してログの容量を圧縮できます。新
しいログは圧縮された形式でのみ書き込まれるようになります。

注意: VxMS ログの場所が変わると、ログアシスタントはログを収集しません。

VxMS のログレベル
表 7-2 は、VxMS のログレベルを示します。

メモ:  5 より高いログレベルはログアシスタントでは設定できません。

メモ:  5 より高いログレベルはごく一部の特別なケースでのみ使用します。このレベルに
すると、ログファイルとメタデータのダンプによりディスク容量とホストパフォーマンスに多

大の負荷がかかります。

表 7-2 VxMS のログレベル

説明レベル

ログなし。0

エラーログ。1

レベル 1 +警告メッセージ。2

レベル 2 + 情報メッセージ。3

レベル 3 と同じ。4

非常に詳細 (レベル 1 を含む) + 補助的な証拠ファイル (.mmf, .dump, VDDK
logs, .xml, .rvpmem)。

VDDK メッセージのログレベルを設定できます。

5

VIX（VMware 仮想マシンのメタデータ）ダンプのみ。6

VHD（Hyper-V 仮想マシンのメタデータ）ダンプのみ。7

すべての詳細 + レベル 5 + レベル 6 + レベル 7。> 7
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KVM の検出または検証操作のトラブルシューティング
KVM ホストの検出または検証操作が失敗する
推奨処置: KVM ホストにアクセスでき、NetBackup サービスが起動していることを確認し
ます。

ストレージプールのない仮想マシンのバックアップを元の場所にリ
ストアできない

バックアップ時に仮想マシンのディスクファイルがストレージプールに存在しない場合に、

ユーザーが元の場所にリストアしようとすると、リカバリ前チェックが失敗します。その場合、

別の場所にリストアします。この種類のリストアでは、デフォルトで仮想マシンの［宛先スト

レージプール (Destination storage pool)］と［宛先ボリューム (Destination volume)］の
値は空になります。リストアを続行する前に、目的の値を選択します。

バックアップジョブがエラー［4726 - 指定した VM のスナップショッ
トの作成に失敗しました (4726 - Failed to create snapshot of
the specified VM)］で失敗する
メディアサーバーの bpbrm ログに次のメッセージが含まれます。

12:41:49.943 [3275984.3275984] <2> get_bpfis_msg: bpfis buff: FTL - Unable to

quiesce VM filesystem.

Verify the QEMU guest agent is installed and running.

12:41:49.943 [3275984.3275984] <32> get_bpfis_msg: from client alpine2: FTL - Unable

to quiesce VM filesystem.

Verify the QEMU guest agent is installed and running.

12:41:49.944 [3275984.3275984] <2> set_job_details: Tfile (12): LOG 1752774109 32

bpbrm 3275984 from client

alpine2: FTL - Unable to quiesce VM filesystem. Verify the QEMU guest agent is

installed and running.

12:41:49.944 [3275984.3275984] <2> send_job_file: job ID 12, ftype = 3 msg len = 146,

msg = LOG 1752774109 32

bpbrm 3275984 from client alpine2: FTL - Unable to quiesce VM filesystem. Verify the

QEMU guest agent is installed and running.

このエラーは、［静止されたスナップショットが失敗する場合、静止せずにスナップショット

を実行してください (Perform snapshot without quiescing if quiesced snapshots fail)］
オプションを選択せずに、［仮想マシンの静止 (Virtual machine quiesce)］オプションが
選択された場合に発生する可能性があります。

仮想マシンを静止できない場合、スナップショットが失敗することがあります。このエラー

は、通常、QEMU エージェントがインストールされていないか、ゲストシステムで実行され
ていないことを意味します。この問題の解決策として、ゲスト VM で QEMU エージェント
の問題を解決し、静止操作ができるようにすることができます。または［静止されたスナッ
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プショットが失敗する場合、静止せずにスナップショットを実行してください (Perform
snapshot without quiescing if quiesced snapshots fail)］オプションを選択します。

QEMU ゲストエージェントがインストールされていない場合、仮想
マシンのバックアップが失敗する

KVM の［仮想マシンの静止 (Virtual machine quiesce)］詳細属性はデフォルトで有効
になっているため、QEMU ゲストエージェントがインストールされている必要があります。
インストールされていない場合、バックアップは失敗します。
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